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伝統的ものづくり事業に関する団体等への補助事業について 

（平成２６年度予算ベース） 

◆  盆栽団体等への補助事業  

 

① (農)香川県鬼無植木盆栽センター 

  □ 香川県鬼無植木盆栽センター事業補助金      390,000 円 

   本市の特産物である植木盆栽の生産者で組織される農事組合法人香川県鬼無植木

盆栽センターの運営経費に対し助成することにより、盆栽団体の育成を図るもの。 

  □ 園芸産地育成強化推進事業補助金         300,000 円 

   香川県鬼無植木盆栽センターが実施する優良品種の安定生産のための技術実証や、

きなし植木盆栽まつりの実施に対し助成することにより、盆栽産地の育成強化を図

るもの。 

 

② 香川県農業協同組合国分寺盆栽部会 

□ 国分寺盆栽部会育成事業補助金          415,000 円 

   本市の特産物である盆栽の生産者で組織されるＪＡ香川県国分寺盆栽部会の運営

経費に対し助成することにより、盆栽団体の育成を図るもの。 

 

 □ グリーンフェスタ国分寺実行委員会事業補助金    2,200,000 円 

 国分寺地区の秋の盆栽祭、グリーンフェスタ国分寺の開催経費に対し、助成する。 

当該事業の実施主体は、ＪＡ香川県国分寺盆栽部会を中心に組織されるグリー

ンフェスタ国分寺実行委員会。事務局はＪＡ香川県。 

 

③ 香川県盆栽生産振興協議会 

□ 香川県盆栽生産振興協議会負担金          50,000 円 

     県内の盆栽生産者組織、農業協同組合及び県・市町関係機関で組織する協議会の

運営負担金。県の特産物でもある盆栽の生産振興を図ることを目的とする。 

 

 □ 高松盆栽大会開催事業補助金            6,000,000 円 

     地元盆栽産業の振興と高松盆栽のブランド化を目指し、本年秋に開催される高松

盆栽大会（TAKAMATSU BONSAI CONVENTION 2014）の企画・運営経費に対する補助金。 

事業実施主体は香川県盆栽生産振興協議会。企画・運営は、地元盆栽生産者を

中心に組織される高松盆栽大会運営委員会が行う。 

 

 



⑥ 

- 2 - 

 

◆  漆器団体への補助事業  

 

① 香川県漆器工業(協)  

□ 中小企業指導団体等育成補助金         1,354,000 円 

  中小企業振興助成条例に基づき、団体構成員の育成や経営の合理化等の改善を図

るもの。                

  ■ 見本市等展示会補助金 

普及啓発・販路開拓等を目的として開催される以下の見本市等展示会の開催経費

に対し、補助金の助成を行う。 

・香川の家具とぬりもの新作見本市補助金   1,500,000 円 

・全国漆器展補助金      47,000 円 

・漆器まつり補助金     520,000 円 

 

◆  石製品団体への補助事業  

 

① (協)庵治石振興会 

  □ 石材汚水公害対策事業              182,952 円 

   石材加工等により生成された石粉等について沈殿液を利用することにより当該生

成物を自然界へ拡散防止することを目的とする。 

  □ 石材加工産業廃棄物対策事業          1,800,000 円 

   石材加工等により生成された破損済石材等について、周辺住環境への公害、及び

学童等による進入等で事故が発生することを避けるため、市有の庵治港野積
の づ み

場にお

いて一括管理する際の監視人を配置する。 

  

 ■ 庵治ストーンフェア補助金           500,000 円 

 普及啓発・販路開拓等を目的として開催される庵治ストーンフェアの開催経費に

対し、補助金の助成を行う。 

庵治ストーンフェアの主催については隔年で、(協)庵治石振興会と讃岐石材加

工(協)それぞれの組合が担当している。H26 年度は、(協)庵治石振興会、H27 年度

は、讃岐石材加工(協)。 

 

② 讃岐石材加工(協)  

□ 公害対策研究事業               500,000 円 

     石材事業所から排出される使用済みの梱包材（発砲スチロール、荷造り縄、ビ

ニール等）を収集、組合が取りまとめて、再利用可能なリサイクル業者へ渡す。 
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③ 庵治石材産地ブランド化推進協議会 

■ 伝統的ものづくりブランド化事業        2,000,000 円 

        今後の地域産業が発展継承・活性化していくことを目指し庵治石に携わる３つの組

合が一体となって取り組んでいる事業。今年度は、ブランド管理の仕組みづくり及び

ブランド普及のための庵治石ソムリエ養成制度と WEB 構築を行う。 

庵治石材産地ブランド化推進協議会は、(協)庵治石振興会、讃岐石材加工(協)、

庵治石開発(協)の３団体の青年部を取りまとめている石翔会が主体となって事業

をしている。協議会自体の事務局は、３団体が隔年で、担当している。 

 


